
暗黒セクターの位相欠陥により生じる擬似Dyon

Q: 暗黒セクターの位相欠陥はQEDセクターとどう相互作用する?

暗黒セクターの位相欠陥

SU(2) → U(1) [→ Z2] による暗黒光子模型

誘起されるQED電磁場
[暗黒] 磁場

[暗黒] 電場
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セットアップ

モノポール / Dyon
SU(2)D→U(1)Dで出現 

 により安定 

-termに依存して電荷が量子化

π2 (SU(2)/U(1)) = ℤ

θ

U(1)D symmetric phase U(1)D broken phase
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: trivial → ⟨ϕa⟩ Fμν = ϵFDμν

宇宙ひも部分から磁場が流入、 
中央から漏れ出す 
→ 「擬似モノポール」
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全ての重ね合わせ
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ビーズ
U(1)Dが破れると、 
モノポールの磁場は 
宇宙ひもに閉じ込められる
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ゲージ場の混合
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↑次元5の演算子 → 混合の小ささを説明 

(cf. U(1)QED×U(1)D →  : 次元4)ϵFμνF
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対称性の破れ
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U(1)QED×U(1)D有効理論

 : 有効U(1)D曲率テンソルFDμν :=
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のtrivial vacuum i.e. モノポール遠方で有効ϕ

対称性と場の表現

: U(1)QED ゲージ場A

: SU(2)D ゲージ場 Aa
D

: SU(2)D 随伴スカラーϕa, ηa

宇宙ひも
U(1)D → Z2 で出現 

 により安定 

中を磁力線が通っている

π1 (SU(2)/Z2) = Z2
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